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集
ま
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
「
こ
こ
に
い
つ
ま

で
も
住
み
続
け
た
い
」
と
思
っ
て
知
り
合
い

づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、
つ
な
が
り
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
方
を
迎
え
る

時
も
気
軽
に
受
け
入
れ
て
く
れ
る
は
ず
で

す
。
集
い
の
場
に
参
加
し
て
同
じ
マ
ン
シ
ョ

ン
の
知
り
合
い
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。 

緊
急
時
の
対
応
に
備
え
る 

 

一
人
暮
ら
し
の
方
が
急
病
や
家
庭
内
事

故
な
ど
で
様
態
が
急
変
し
住
宅
内
で
倒
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
起
こ
り
得
ま
す
。
こ
れ
を

無
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時
に

対
処
す
る
こ
と
は
支
え
合
い
活
動
で
可
能

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
又
、
火
災
、
震
災
時

な
ど
に
も
様
々
な
備
え
が
必
要
で
す
。 

様
々
な
活
動
が
思
い
を
可
能
に 

 

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
思
い
が
、
地

域
で
の
つ
な
が
り
を
生
み
ま
す
。
つ
な
が
り

を
生
む
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
達
の
で
き

る
範
囲
で
、
お
互
い
に
支
え
合
い
、
助
け
合

う
関
係
が
実
現
し
ま
す
。
又
、
自
分
の
得
意

技
を
地
域
に
活
か
す
活
動
が
、
い
き
が
い
に

な
る
と
い
う
効
果
も
多
く
の
事
例
で
証
明

さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
知
ら
咲
か
」
は
自
由
な
発
想
が
基
本 

 

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
思
い
を
叶

え
る
た
め
、
地
域
の
情
報
共
有
、
助
け
合
い

支
え
合
い
の
お
手
伝
い
、
学
習
会
、
そ
の
他

の
活
動
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
行
っ
て
い

ま
す
。
で
き
る
人
が
で
き
る
時
に
で
き
る
こ

と
を
自
由
な
形
で
と
い
う
の
が
基
本
で
す
。 

 
 

 

 

 

 
支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
活
動
は 

「
こ
の
地
域
に
住
み
続
け
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

  

 

 

 

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
域
で
「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
昔
の
町
内
会
の
よ
う
な
比
較
的
同
質
な
人
々
の
集
ま
り
が
安
心
安
全
に
つ
な
が

る
と
い
う
方
式
は
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
異
質
な
方
の
集
ま
り
で
は
必
ず
し
も
通
用
し
な
い

面
も
あ
り
ま
す
。
安
心
安
全
は
「
住
み
続
け
た
い
」
と
い
う
思
い
が
出
発
点
で
し
ょ
う
。 

習
、
サ
ロ
ン
、
助
け
合
い
組
織
な
ど
様
々
な

住
民
の
方
の
集
ま
り
が
あ
り
ま
す
。 

自
身
の
活
動
の
場
を
職
場
や
地
域
外
に

足
場
を
置
い
て
い
た
方
に
と
っ
て
足
元
の

自
分
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
一
歩
を
踏
み
出
す 

の
は
案
外
、
勇
気
の
い
る
こ
と
で
す
。
集
ま

っ
て
い
る
人
は
見
ず
知
ら
ず
と
言
っ
て
も

い
い
人
達
で
す
。
共
通
項
は
同
じ
マ
ン
シ
ョ

ン
住
民
と
い
う
く
ら
い
で
す
。
で
も
、
先
に 

 

地
域
に
住
み
続
け
た
い
と
い
う
思
い 

 

こ
の
地
域
に
居
を
構
え
た
動
機
は
六
甲
山
、

甲
山
、
あ
る
い
は
目
の
前
が
ゴ
ル
フ
場
な
ど

「
緑
に
囲
ま
れ
た
自
然
環
境
」
と
い
う
理
由
が

上
位
に
き
ま
す
。 

 
し
か
し
、
入
居
時
は
現
役
で
ば
り
ば
り
働
い

て
い
た
方
も
年
月
と
共
に
体
力
面
の
衰
え
は

隠
せ
な
い
、
お
子
さ
ま
が
独
立
し
夫
婦
だ
け
の

世
帯
、
あ
る
い
は
一
人
暮
ら
し
の
生
活
に
な
っ

た
と
い
う
の
も
現
実
で
し
ょ
う
。 

坂
道
の
歩
行
は
大
変
、
買
い
物
が
不
便
、
い
ざ

と
い
う
時
に
ど
う
し
よ
う
な
ど
一
人
で
は
解

決
で
き
な
い
こ
と
も
出
て
き
ま
す
。 

 

一
人
一
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
独
立
し
守

ら
れ
た
状
態
の
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
の
、
そ
れ
ぞ

れ
の
異
質
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
い
ざ
と

い
う
時
に
備
え
た
つ
な
が
り
づ
く
り
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。
異
質
な
も
の
の
協
働
と
い

う
の
が
現
実
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
の
原
点
が

そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
「
地
域
に
住
み
続
け
た
い
」

と
い
う
思
い
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

気
軽
に
集
い
の
場
に
参
加 

こ
の
地
域
の
八
マ
ン
シ
ョ
ン
に
は
そ
れ
ぞ

れ
集
会
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
趣
味
や
学 

白瀬川沿いの８つのマンション住民有志が、全住民の安心・安全に住み続けられるコミュニティ形成を目標にして

「知らせましょ・咲かせましょ（通称“知ら咲か”）」という団体をつくりました。「知ら咲か」は「知らせましょ・

咲かせましょ」の広報紙です。（事務局へは℡０７０－５０４１－４４０５ 石田まで） 

「知ら咲か」も支え合いを目標とするいろいろ

な団体の一つです。 

http://www.shirasaka8.net/�
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10 月 14 日、15 日に大型ゴミの回収を実施しました 
 
今期の大きな事業の一つとして、大型ゴミの回収を広報「知ら咲か」８月号のアンケートを通じ

て希望を募り、昨年に引き続き 10 月１４日（火）、１５日（水）の両日にわたり、台風１９号の

影響を受けることなく無事に実施いたしました。 
今年は８マンション全体で４９件処理を致しました。昨

年の２２件に比べ倍以上の２７件の増加となりましたが、

回収活動をする中で多くの方々から感謝のお言葉をいた

だきました。今後ともそのご要望、必要性に重い責任を感

じております。 
今回も回収依頼をいただいた中で、高齢者世帯をはじめ

家族ではどうしても対応できないところでは役員やボラ

ンテイアの皆さんの協力により対応いたしました。加えて

実施日までに「知ら咲か」の役員が手分けして個別の対応

を通じて事前準備をさせていただきました。 
次回以降の実施につきましては、その時期、回数、費用

算定等について、これからますます回収希望が増えること

を考慮して協議検討を重ね、その結果を広く広報してまい

りたいと思っておりますのでよろしくお願い申し上げま

す。 
なお、広くボランティア活動の担い手を募集いたしてお

ります。ボランティアとしてご協力いただける方は、どうぞ事務局（０７０－５０４１－４４０５）

までお申し出下さい。ご協力をお待ちいたしております。 
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災害の種類に応じた適切な避難場所 
それは家族の状況によって違ってくるのかも。 

 
私は、６年前に逆瀬台に参りました。この静かで自然豊かな地域の中で、残りの人生を過ごして

いきたいと思い、知ら咲かのメンバーとなりました。色んな事を考えるよ

うになりました。もちろん、自分の人生のためですからあたりまえかもし

れませんが･･･。その中で、この頃、自然災害の規模が大きくなってきて

いることなどについて思案するようになってきました。 
台風１９号が大暴れをして通り過ぎましたね。身近なところでは大雨の

際の土砂崩れ、などを感じさせた、ごく最近の突然の豪雨も記憶に新しい

ところです。 海底プレートの構造で何十年おきに起きる大地震も避けら

れない運命にありそう。未知の病気などは予防法などで、気を付けていれ

ば避けられるかもしれませんが，天災から逃げることはできないようです。 
自然災害が起きたときに、行政は私たちに避難場所を指定してくれてい

ます。 
この地域ですと、逆瀬台小学校と宝塚西高等学校体育館でしょう。 
 
でも、ご存じのとおり、逆瀬台小学校は山の頂上にあります。天候の良い

時でも白瀬川近辺から上っていくのは辛い場所です。そのため、宝塚ゴル

フクラブなど、住民が実際に避難できそうな場所の再設定が必要になって

きています。 
 
ここで、もう１歩踏み込んで考える必要を感じ始めておられる方も多いと思いますが、何があって

もこの避難場所があれば･･･というのは最高の方法ではないということです。 
例えば前回の雨台風の際に、徒歩で避難をという指示の出たところもあったら

しいのですが、大雨の場合はマンションでしたら３階以上の高さのところへの避

難のほうが安全な場合が多いです。足を滑らせたり、土砂崩れに合ったりする危

険のある屋外に出るのは危険でしょう。 
災害の種類によっては避難場所へ逃げるのがベストとは言えない場合が起きて

くるということです。 
また、地震などでも家族構成によっては、自宅避難という方法も考えられると思います。足の不

自由な方や、環境の変化が致命的な超高齢者の方のおられる場合は状況が許すなら自宅にて救助を

待つという方法が一般的になってくることがありがたいと思います。 
考えなくてはいけないのは、自宅待機の人間が何人という把握が各自治会などできちんとなされ

ないと、ただの取り残された人になってしまうということです。各マンション、で助け合いや自助

グループが出来上がっているこの地域で自宅避難という言葉がポピュラーになっていったら嬉し

いです。 
 
そのためにはいろんな問題があるでしょうし、一つ一つ解決していかなければなりません。時間

もかかるでしょうが、この地域で気持ちを一つにして話し合いクリアーにしていけたらいいと思い

ます。 
高齢化という言葉は否定的な言葉ではなく、とてもおめでたい、幸せな言葉です。 
安心して高齢者、超高齢者になって、この地域で暮らしていくためにも、災害を闇雲におそれず、

ばかにせず、最適な避難方法を考え、実行できるように行政にも図り、住民全体がそれを理解納得

して立ち向かえるようにしていけたらと思っています。 

逆瀬台小学校 
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太陽が昇り始めます。爽やかな日差しが廻りを包みま

す。鳥のさえずり、木々のざわめき、白瀬川両岸は最

高の環境です。朝のジョギング、ウォーキング、ラジ

オ体操、お仕事、サークル活動と一日の始まりです。

おはようございます！少し寒くなってきましたね！行

ってらっしゃい!! 皆さん、笑顔でご挨拶。 
素敵なご近所さんと今日の出逢いです。嬉しくもあり、

楽しみでもあります。 
スナップ写真を撮らせていただきました。 

ラジオ体操から 

１日が・・・ 

サークル活動で元気なご近所仲間が・・・ 
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ワンちゃんも立派な見守りに･･ 

「素敵な出会いがありました」 
二宮 満雄 

 
知ら咲かの大型ごみ収集の日、事務局の１員とし

て、逆瀬川マンションの集会室に詰めていた所、I
さんという奥様がお見えになり、話をしている内に
ご主人が、碁をお打ちになるという話が出て、つい、
私も昔打っていましたと申し上げたら、それでは主
人に話をしてみると言って、お家に帰られました。 
その後、ご主人が来られ、碁を打つことになりま

した。その方は、ご高齢ですが、有名大学の医学部
の医局から、某有名総合病院の精神科医師を務めら
れた先生でした。 
私は精神障害者の支援施設の理事長をしていま

すので、その旨を申し上げると、とても喜んでくだ
さり、ご自分の経験をお話しいただけました。 
精神障害についての市民啓発の遅れを指摘され、

講演などについてもご協力いただけそうです。とて
も有意義な出会いの日となりました。 

 

ちょっとしたきっかけが 

共通の話題や趣味から 

すてきなご近所さんとの 

出逢いとつながりが 

始まります。 

この地域には 

こんなにすてきでお元気な 

ご近所さんがいっぱい・・・ 

ずっと、ず～っと 

よろしくお願いします 
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私にもできるの･･･かもしれない 
「知ら咲かタブレット教室」スタートしました!! 

 
知ら咲かでは、高齢化に向かって画面の大きなタブレットを、見守りや、安否確認に使えた 

ら便利と考えました。下調べをしながら皆さんにご説明にまわったり、実際に見守りの必要な 
超高齢者の方に使ってもらったりもしました。でも、若い人たちのように小さい時から IT に 
触れていない世代には新しいものに挑戦するのは１からの出発で、最初から見守りや、安否確 
認など使いこなすのはたいへんということがわかりました。 

 
ポケットベル。ＰＨＳ。携帯電話。ワープロに感動していたら、パソコンも大きなデスクト 

ップから膝の上で使えるラップトップなど進化し続けています。 
こうやって羅列している間にも新製品が出現しそうです。 
そして、タブレット。携帯より大きくて見やすい。パソコンほどおおげさでない。ちょっと 

触ってみたいな･･･、と思えるお手頃サイズの便利そうな･･･。 
 

そんなタブレットを初心に帰って本当の１歩から始め 
てみましょうということで、９月からタブレット教室を 
開催しました。 

                               
日時  毎月第１、第３木曜 １０時から１１時３０分 
場所  逆瀬川マンション 集会室 
費用  体験５００円、 ３回目から１０００円 
講師  藤田浩先生 

見学随時 OK です。 
 

現在、生徒は４名。全員初心者で、習い始めた動機も孫 
の写真が大きくて見やすい、タブレットをもらったなどですが、出来ないから･･･というのが 
一番の理由です。全員が最初、「私には無理だと思う」と言いつつ始めました。 
ある日の授業で･･･ 

Q「ID って何？」→ A「通帳の口座番号のようなものです」 
Q「パスワードは？」→A「通帳の暗証番号ですね」  （Q:生徒の質問、A：先生の答） 

 
禅問答のような風景ですが、カタカナに拒否反応を示す私たちの世代には、大変よくわかります。 
藤田浩先生は宝塚市在住の方です。知ら咲かとは、タブレットでの見守りなどを考えたころ 

からのお付き合いで、私たちの世代のことや、何を必要としているのかをよくご存じです。 
IT 関係の仕事に３０年近く従事なさった後、「パソコンを通じてシニアや、機械の苦手な方 

にタブレットの魅力を伝え一人でも多くの方に素敵なスマートライフを」と考え現在の「パソ 
コンコミュニティ Fuji」を立ち上げられました。 

 
タブレットという現代の玉手箱のような便利でスマー 

トな機械。 
若い人だけのものではありません。字の大きさ、お手頃 

のサイズ。 
価格設定なども、機械の値段、維持していく値段など、 

 それぞれの予算に合う使い方を教えてもらえます。 
皆さんぜひ、体験においでください。 

 
１１月は６日と２０日に行う予定です。 
 
□体験申し込みは   

事務局まで御連絡下さい（℡０７０－５０４１－４４０５） 
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ゆずりはコミュニティ ネットワーク会議及び２地区セーフティネット会議 

（高齢者福祉問題に関する地区研修会）のご報告 

宝塚市社会福祉協議会 谷口 英嗣 

 

 １０月に開催されました２つの会議について、 
ご報告させていただきます。まずは、ゆずりは 
コミュニティのネットワーク会議が１０月５日 
（日）に逆瀬台小学校にあるコミュニティルーム 
で開かれました。当日は、３０名を超える参加者 
のもと、逆瀬川地域包括支援センターからは、「認 
知症について」ということで認知症という病気に 
ついてお話があり、基本的なことを学びました。 
 社協からは、「たからづか地域見守り隊」につい 
てお話させていただきました。これは、地域の事業所に協力していただき、配達事業所であれ 
ば高齢者等のお宅に訪問した時、店舗であれば窓口対応等で異変を察知した場合に連絡してい 
ただき、地域包括支援センターを中心に状況確認を行うというものです。事業所からの通報事 
例をいくつかお話させていただき、家の中で倒れていた方を助け出した例もご紹介させていた 
だきました。もちろん、事業所だけでなく、地域での見守り力・発見力も非常に大切ですとい 
うことをお伝えさせていただきました。 

 
  次に、１０月１１日（土）には西公民館にて、 

自治会連合会発案によります「２地区セーフティ 
ネット会議（地区研修会）」が開催されました。 
この会議では、逆瀬川地域包括支援センターから 
は「介護保険改正について」のお話、社協からは 
「地域内の見守りについて」お話させていただき 
ました。 
「地域内の見守り」では、「知ら咲か」の石田会 
長にもご協力いただきまして、「地域とつながる 

集合住宅団地の支え合い」として、過去から現在に至るまでの活動を詳しく紹介していただ 
き、参加者の方々が石田会長のお話に耳を傾けられていました。 
参加者からは、石田会長へ活動に対する質問が出て、自分の地域へ持ち帰ろうとする気持 

ちがうかがえました。 
最後に、私から現状の課題は制度では対応できないケース（いわゆる制度の狭間）の増加に 

対して、住民・専門職・行政等が協力して解決方法を開発していくこと、そして、これからの 
地域福祉は制度の狭間を作らない対応と地域での見守り力・発見力が大切であり、事後的発見 
から早期発見・早期対応していくためにも、それぞれのエリアでの協議の場が大切であるという 
ことをお伝えさせていただきました。  

 

このようなステッカーをまちで 

見かけたことがありますか？ 
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【
編
集
後
記
】 

 

粗
大
ゴ
ミ
処
理
は
大
型
台
風
十
九
号

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
結
果
良

し
！
昨
年
よ
り
ノ
ウ
ハ
ウ
も
ア
ッ
プ
し

て
想
定
外
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
も
何
と
か

対
応
で
き
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
た
こ
と
と
「
今
度
は
何
時
で
す

か
？
」
と
お
問
い
合
わ
せ
も
多
く
戴
き
事

務
局
一
同
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。 

次
回
は
更
に
充
実
し
て
早
期
に
実
施

で
き
ま
す
よ
う
検
討
い
た
し
ま
す
。 

 

広
報
紙
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
方
か
ら

事
務
局
あ
て
の
ご
連
絡
が
着
実
に
増
え

て
い
ま
す
。
広
告
の
お
申
し
出
も
あ
り
ま

し
た
。
囲
碁
仲
間
の
お
探
し
案
件
に
は
グ

リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
さ
ん
、
逆
瀬
川
マ
ン
シ
ョ

ン
さ
ん
各
二
名
を
繋
ぎ
実
現
し
ま
し
た
。 

 

お
陰
様
で
事
務
局
陣
容
が
更
に
充
実

し
ま
し
た
。
広
報
紙
に
於
い
て
五
名
の
方

に
は
順
次
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
級
建
築
士
、
カ
ラ
オ
ケ
名
人
、
海
外
勤

務
経
験
、
乗
馬
名
人
、
ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど

多
士
彩
々
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

「
知
ら
咲
か
」
で
は
「
こ
ん
な
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
か
？
」
と
の
ご
要
望
、
「
こ
ん

な
こ
と
で
よ
か
っ
た
ら
私
を
役
立
て

て
」
、「
居
場
所
は
あ
る
け
れ
ど
も
っ
と
楽

し
い
企
画
は
？
」
「
お
隣
さ
ん
と
こ
ん
な

こ
と
で
親
し
く
な
れ
た
」
等
々
、
皆
様
の

声
、
ご
希
望
な
ど
「
無
理
な
く
、
楽
し
く
、

着
実
に
」
形
に
し
て
い
き
た
い
と
念
願
し

て
い
ま
す
。
ご
協
力
・
ご
支
援
・
ご
声
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
Ｉ
） 

                        

１１月の自然 

秋が深まり気温が低くなってくると野山の木々の葉が紅や黄に色づき、

さらには葉っぱが木から落ちます。散るのは落葉樹だけですが・・・。 

秋になり日照時間が短くなり気温が下がるにつれ、木々の水分を吸い上

げる力が弱くなってきます。落葉樹の葉は面積が広いため水分が蒸発しや

すいので葉を落とすことで水分収支のバランスを取っているといえます。

乾燥する冬には葉の裏の気孔からどんどん水分を奪われてしまうので葉が

あると木全体が染んでしまうことになります。だから葉っぱを全部捨てて

しまい春を待つことになります。 

木は根から必要なものを吸収するのですが間違って吸収したものや老廃

物を葉っぱに蓄えています。これを年に 1 回根元に落としそれがバクテリ

アなどに分解され木の養分になります。 

自然界の循環構造で毎年、素晴らしい自然が保たれているのです。 

『落ち葉の季節』 

協賛広告【「知らせましょ・咲かせましょ」の目的に賛同し、応援しています。】＊両社 HPへ知ら咲か HPからリンクできます 

 

写真はゆずり葉公園で 

知ら咲か会員登録、活動スタッフ参加ご希望は常時受け付けています。 
「知ら咲か」は住民有志が会員として、あるいはボランティア協力スタッフとして、この地域の８マンション

でみんなが安心して安全に住み続けられるコミュニティを目指し様々な活動や試みを行っています。制度に縛

られない任意参加を原則とした団体ですので皆様の可能な範囲、方法での参加、ご協力をお願い致します。 
○会員登録はゆうちょ銀行口座振替 00990-3-202345「知らせましょ・咲かせましょ」へ 
個人年会費３０００円（ゆうちょ銀行通帳からＡＴＭで振り替えていただきますと「知ら咲か」の手数料負担も不要となります。） 

○活動スタッフ登録は℡０７０－５０４１－４４０５事務局 石田までお願いします。 


